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　 （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル （ 桜 川 工 区 ） 建 設 現 場 特 集 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

県 内 最 長 ト ン ネ ル 掘 削 作 業 が 軌 道 へ
～ 2 0 2 5 年 度 の 開 通 へ 県 南 県 西 地 域 を 結 ぶ ～

安 全 最 優 先 Ｎ Ａ Ｔ Ｍ 工 法 で 施 工

　 「 現 場 は 『 真 壁 の 御 影 石 』で 知 ら れ る 、 全 国 で も 屈 指の 良 質 な 石 の 産 地 。 山 に は場 所 に よ っ て そ れ ぞ れ 特 徴が あ る の で す が 、 こ の 現 場は こ れ ま で 経 験 し た こ と がな い く ら い 地 山 が 硬 く 、 当初 は 思 う よ う に 作 業 が 進 みま せ ん で し た 」　

2 0年 以 上 の キ ャ リ ア を 誇

る 三 谷 所 長 は 、 試 行 錯 誤 の連 続 だ っ た 着 工 当 時 を そ う振 り 返 る 。　 「 掘 削 の 手 順 と し て は 、ま ず ド リ ル ジ ャ ン ボ で 細 長い 孔 を 掘 り 、 そ こ へ 火 薬 を詰 め て 発 破 し ま す 。 そ こ へ鉄 製 の 枠 （ 鋼 鉄 支 保 工 ） を一 定 間 隔 で 設 置 し 、 コ ン クリ ー ト を 岩 に 吹 き 付 け て 崩れ な い よ う に 固 め ま す 。 その 後 に ロ ッ ク ボ ル ト を 打 設し 支 保 と 地 山 を 一 体 化 さ せて い き ま す 。 基 本 的 に は この 繰 り 返 し で す 」　
延 長 約 １ ６ ０ ０ ｍ の う

ち 、 約 １ ２ ０ ０ ｍ が 超 硬 質な 花 崗 岩 帯 。 そ こ で サ ン ドビ ッ ク 社 （ ス ウ ェ ー デ ン ）の ３ ブ ー ム フ ル オ ー ト コ ン 　
上 曽 ト ン ネ ル は １ ９ ９ ０

年 に 調 査 が 開 始 さ れ 、 ２０ ０ １ 年 度 か ら 事 業 着 手 とな っ た が 、 用 地 買 収 の 遅 れや 財 政 的 な 問 題 な ど か ら 工事 は 中 断 さ れ て い た 。 計 画が 動 き 出 し た の は

1 8年 。 両

市 が 共 同 で 県 へ 整 備 促 進 を要 望 す る と 、 大 井 川 和 彦 県知 事 は こ れ を 了 承 し 、 合 併市 町 村 幹 線 道 路 緊 急 整 備 支援 事 業 の 新 規 路 線 指 定 を行 っ た 。 現 在 は 県 が 受 託 事業 と し て 整 備 を 推 進 中 。

ピ ュ ー タ ー ド リ ル ジ ャ ン ボを 国 内 で 初 め て 導 入 し た 。　 「 安 全 第 一 は も ち ろ ん 、最 も 注 意 し て い る こ と は 、発 破 の ロ ス を 減 ら す こ と です 。 設 計 通 り に 孔 が 掘 れ ない と 余 計 な 作 業 が 増 え て しま う の で 。 フ ル オ ー ト コ ンピ ュ ー タ ー ジ ャ ン ボ を 使 用す れ ば 設 定 し た 設 計 断 面 のと お り に 穿 孔 で き る た め 、ロ ス の 無 い サ イ ク ル で ト ンネ ル 掘 削 を 進 め る こ と が でき 、 よ う や く 軌 道 に 乗 っ たと い う 感 じ で す 」　
最 新 の マ シ ン を 使 い こ な

し 、 当 初 の 遅 れ を 順 調 に取 り 戻 し て い る と 説 明 す る三 谷 所 長 。  「 個 人 的 に は 新し い も の が 好 き な の で 、 大変 で す け ど や り が い が あ りま す 」 と 話 す が 、 今 に 至 るま で の 苦 労 も 多 か っ た と いう 。　 「 新 し い 機 械 に 慣 れ る まで 時 間 が 必 要 で し た 。 作 業員 さ ん は 使 い 慣 れ た 機 械 を使 い た が る も の で す か ら 。い ろ い ろ 試 行 錯 誤 し て 、 思い 通 り に で き た 時 は 皆 で 喜 　
工 事 箇 所 は 石 岡 市 上 曽 ～

桜 川 市 真 壁 町 山 尾 。 桜 川市 側 は 石 の 産 地 と し て 名 高く 、 真 壁 の 御 影 石 （ 花 崗岩 ） は 全 国 で も 屈 指 の 良 質な 石 と し て 知 ら れ て い る 。　
ト ン ネ ル 区 間 の 延 長 は

３ ・ ５ ４ ㎞ 。 完 成 す れ ば 県内 一 長 い ト ン ネ ル と な る 。幅 員 は 明 か り 部 が

1 3・ ０ ～

８ ・ ０ ／ ６ ・ ５ ｍ 、 ト ン ネル 部 が ８ ・ ０ ／ ６ ・ ５ ｍ 。上 曽 峠 の 地 下 を 最 大 土 被 り４ ０ ０ ｍ の 位 置 で 貫 く 。

び ま し た 。 そ れ に 海 外 メ ーカ ー の マ シ ン な の で 、 メ ンテ ナ ン ス な ど で 本 社 と 連 絡を と っ て も ら う 際 、 時 差 のこ と を 考 え る の も 今 ま で にな か っ た で す ね 。 自 分 も 若手 も 本 当 に 良 い 経 験 を さ せて も ら っ て い ま す 」　
現 場 で の 通 信 手 段 に は Ｗ

ｉ

－ ｆ ｉ を 使 用 。 ト ン ネ ル

内 外 の 連 絡 体 制 を 整 え 、 カメ ラ を 設 置 し て 常 に 現 場 の状 況 を 把 握 で き る よ う に して い る 。 ま た 、 高 校 生 や 地元 の 人 々 の 現 場 見 学 に も 対応 し て い る 。　 「 多 く の 人 に 注 目 し て いた だ い て い る の も や り が い 　
既 存 の 県 道 石 岡 筑 西 線 の

筑 波 山 麓 を 通 る 上 曽 峠 区 間は 幅 員 が 狭 く 、 線 形 不 良 でか つ 急 勾 配 。 大 型 車 の 多 くが 迂 回 を 余 儀 な く さ れ て いる 。 さ ら に 、 台 風 に よ る 倒木 、 路 面 凍 結 や 積 雪 な ど によ る 通 行 止 め が た び た び 発生 し て い る 。　
開 通 に よ り 地 域 住 民 の 日

常 生 活 の 利 便 性 が 向 上 す るほ か 、 災 害 時 の 緊 急 輸 送 や両 市 間 の 交 流 促 進 、 沿 線 地域 の 振 興 に 寄 与 す る こ と が

サ ン ド ビ ッ ク 社 の 機 械 が 国 内 初

　 （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル は 、 石 岡 市 と 桜 川 市 の 筑 波 山 系 に お け る 市 境 で 、 交 通 の

難 所 と な っ て い る 上 曽 峠 に 計 画 さ れ た 延 長 約 3. 5 ㎞ の 山 岳 ト ン ネ ル で あ り 、 構 想

か ら 長 い 年 月 を 経 て 、 平 成 3 0 年 度 か ら 両 市 に よ り 市 道 と し て 事 業 に 着 手 さ れ ま

し た 。 県 で は 、 両 市 か ら 要 請 を 受 け て 工 事 等 の 業 務 を 受 託 し 、 こ れ ま で に ト ン

ネ ル 工 事 に 必 要 な 地 質 調 査 や 設 計 、 進 入 路 の 整 備 な ど を 行 っ て き ま し た 。

当 所 に お い て は 、 桜 川 市 か ら 約 1. 6 ㎞ 区 間 の ト ン ネ ル 工 事 を 受 託 し 、 昨 年 1 1 月

か ら 本 格 的 に 掘 削 を 行 っ て い ま す 。 掘 削 を 進 め て い る 桜 川 市 の 真 壁 地 区 は 、 真

壁 石 で 有 名 な 石 材 の 一 大 産 地 で あ り 、 地 下 の マ グ マ が 冷 え て 固 ま っ た と て も 硬

い 花 崗 岩 の 地 質 で あ る た め 、 発 破 や 大 型 の 機 械 を 使 っ て 工 事 を 進 め て い ま す 。

　 現 在 は 、 約 5 0 0 m ま で 掘 削 が 進 ん で お り 、 令 和 4 年 度 の 貫 通 を 目 標 と し た 工 程

計 画 に 沿 っ て 、 安 全 に 十 分 注 意 し な が ら 工 事 の 進 捗 を 図 っ て い ま す 。 ト ン ネ ル

貫 通 後 は 、 ト ン ネ ル 内 の 照 明 や 換 気 な ど の 設 備 工 事 と と も に 、 ト ン ネ ル 前 後 の

取 付 道 路 の 工 事 な ど を 速 や か に 行 っ て い く 予 定 で す 。

　 当 所 に お き ま し て は 、 本 事 業 が 円 滑 か つ 着 実 に 進 む よ う 、 引 き 続 き 桜 川 市 と

緊 密 に 連 携 し な が ら 、 本 ト ン ネ ル の 早 期 開 通 に 向 け て 尽 力 し て ま い り ま す 。

上 曽 ト ン ネ ル 桜 川 工 区 着 工 に あ た り
茨 城 県 筑 西 土 木 事 務 所

所 長 　 深 作 正 志 氏

上 曽 ト ン ネ ル 作 業 所

所 長 　 三 谷 一 貴 氏

大 成 ・ 岡 部 ・ 白 田 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

〒 1 6 3 － 6 0 0 8 　 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿  6 － 8 － 1

T E L 0 3 － 5 3 8 1 － 5 1 1 9 　 F A X 0 3 － 5 3 8 1 － 5 8 6 0

〒 3 1 6 － 0 0 0 3 　 日 立 市 多 賀 町 二 丁 目 1 0 番 7 号

T E L 0 2 9 4 － 3 6 － 1 6 8 1 　 F A X 0 2 9 4 － 3 2 － 0 2 4 8

〒 3 0 0 － 4 4 2 9 　 桜 川 市 真 壁 町 東 矢 貝  6 8 3

T E L 0 2 9 6 － 5 4 － 1 1 2 1 　 F A X 0 2 9 6 － 5 4 － 1 7 9 7

期 待 さ れ る 。 ま た 、 県 南 地域 と 県 西 地 域 が 結 ば れ 、 茨城 空 港 ま で を 東 西 に 結 ぶ 基軸 も 形 成 さ れ る こ と か ら 、地 域 間 の 連 携 が 強 化 さ れ 、産 業 や 物 流 ・ 観 光 に も 大 きく 寄 与 す る こ と だ ろ う 。　
完 成 見 込 み は

2 5年 度 。 現

在 は 安 全 最 優 先 で Ｎ Ａ Ｔ Ｍ工 法 な ど に よ る 施 工 が 進 んで い る 。

3 0年 以 上 の 長 き に

わ た る 悲 願 成 就 に 向 け て 、地 元 の 期 待 は 日 に 日 に 高 まり を 見 せ て い る 。が あ り ま す 。 高 校 生 の 感 想文 も 読 ま せ て い た だ き ま した 。 一 人 で も 多 く の 生 徒 さん に 興 味 を 持 っ て も ら って 、 将 来 に つ な が っ て い けば い い で す ね 」　
地 元 の 全 面 的 な 協 力 を 受

け 、 安 全 対 策 も 万 全 に 施 して い る 。 だ か ら こ そ 、 三 谷所 長 は 気 を 引 き 締 め る 。　
「 今 で は 逆 に “ 慣 れ

”
に

対 し て 注 意 を 払 っ て い ます 。 少 し の 油 断 が 大 事 故 を引 き 起 こ す 可 能 性 も あ り ます か ら 。 皆 が ル ー ル を し っか り と 守 り 、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 密 に し て 、 必 ず 無事 故 無 災 害 で 完 成 の 日 を 迎え ま す 」　
地 元 の 長 年 の 願 い が 叶 う

日 は 、 確 実 に 近 づ い て いる 。

　
桜 川 市 と 石 岡 市 を 結 ぶ （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル が 着 工 し 、 ２ ０ ２ ５ 年 度 の 開 通

に 向 け て 掘 削 作 業 が 進 ん で い る 。 現 道 の 県 道 石 岡 筑 西 線 の 上 曽 峠 は 、 豪 雨 や 路面 凍 結 な ど に よ り 、 た び た び 事 故 や 通 行 止 め が 発 生 す る 交 通 の 難 所 だ 。 ト ン ネル 開 通 は 地 元 に と っ て

3 0年 以 上 の 長 き に わ た る 悲 願 。 完 成 す れ ば 県 内 最 長 の ト

ン ネ ル と な る 。 そ の 一 方 、 桜 川 市 の 名 産 品 で あ る 御 影 石 を 産 出 す る 土 地 柄 も あり 、 超 硬 質 な 花 崗 岩 帯 の 掘 削 作 業 に は 困 難 を 伴 う 。 こ の 硬 い 地 山 に 挑 戦 し て いる 大 成 ・ 岡 部 ・ 白 田 Ｊ Ｖ 上 曽 ト ン ネ ル 作 業 所 （ 桜 川 工 区 ） の 様 子 を 追 っ た 。


